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１ 共通事項 

  本特記仕様書に記載のない事項については、令和７年１２月版の「水道部施設課 作業一般仕様書

（委託）」による。 

 なお、「水道部施設課 作業一般仕様書（委託）」は別途添付する。 

 

２ 作業概要 

本作業は、山ノ内ポンプ場に設置されている緊急遮断弁を常に動作可能な状態にして、緊急時の

保全を図るため、点検整備を行うものである。 

   

３ 作業場所 

  京都市右京区太秦安井一町田町１４番地  山ノ内ポンプ場 

   

４ 完成期限 

  令和９年１月２９日とする。 

 

５ 対象設備（機器仕様） 

品 名      手動式ＭＢシャット緊急遮断弁 

製 造 者 株式会社森田鉄工所 

形 式 ＭＢ－Ａ 

製 造 番 号 １１２－８０２９－１ 

予 び 径 φ８００mm  

バ ル ブ N o . ＣＶ－Ｗ２００２ 

弁  本  体 自力閉止バタフライ弁 

用 途 送水ポンプ設備 

フ ラ ン ジ ＪＷＷＡ Ｂ１３８ １種及び２種 ＲＦ 

面 間 寸 法 ６９０mm 

使 用 圧 力 常用：０．１１MPa   最高：０．１２MPa 

流 量 ２０㎥/min 

使 用 流 体 上水 

流 体 温 度 常温 

据 付 場 所 屋内 

据 付 方 法 横形 設置 

操 作 方 式 ハンドル式 

駆 動 部 形 式 ＪＡ２＋ＭＥ－６＋ＰＡ－２＋ＢＡ－４ 



駆動部メーカー 日本ギア工業株式会社 

開 閉 方 向 左回り開き（ハンドル右回りで閉まる） 

ハンドル回転数 約１２７１回転（手動時） 

開 度 目 盛 ％・度併用 

ヒ ー タ ー 電 源 ＤＣ１００Ｖ 

閉 弁 時 間 緊急作動時６０秒以内（フローコントロール弁にて調整） 

製 造 年 月 平成２３（２０１１）年１２月 

 

６ 作業範囲 

  対象機器の点検整備等から、それらに必要な試運転及び調整までの一切とする。 

 

７ 作業内容 

⑴ 点検作業 

  次に示す各項目について、点検、確認等を行うこと。 

 ア 外観 

   塗装、ボルト、可動部、端子箱、シールコネクタ等 

 イ 油量及び油漏れ 

   油タンク、油圧シリンダ、スピードコントローラー等 

 ウ 機能 

   電磁クラッチ、油圧シリンダ、開閉リミットスイッチ等 

⑵ 動作点検、動作試験等 

 ア 動作点検 

   緊急遮断弁手動ハンドルによる開閉（途中開度）の動作点検 

 イ 動作点検 

   (ア) 緊急遮断弁の動作範囲（ウエイトの停止位置）を配管系統に影響の出ない範囲においてタ

イマーの設定を変更する。 

(イ) 弁の遮断、開閉等の各種動作試験を行う。 
   (ウ) 動作試験終了後、緊急遮断弁を完全に復帰し、可動待機状態にさせる。 
   

８ その他 

⑴ 作業打合せ 

契約決定後、直ちに作業順序、方法、日程等について監督員と十分な打合せを行うこと。 

⑵ 安全衛生 

作業前には危険予知活動（ＫＹ活動）等を行い、作業の安全衛生に努めること。 



 ⑶ 機器類及び工具類 

整備に関する機器類及び工具類は受注者の負担により用意すること。また、作業中は、これら

を整理整頓し現場内は清潔にしておくこと。 

  なお、使用する測定機器については、国家標準につながる校正を行ったことを示す証明書を報

告書に添付すること。 

  ⑷ 現場発生品 

現場で発生したゴミ、廃棄物等は受注者の責任で適切に処分すること。 

⑸ 注意事項等 

ア 本作業の対象設備は、システム全体として動作しているものである。従って、作業前には必

ず設備単体の構造及び機能だけでなく、動作状態の確認を行い、設備の影響範囲を十分把握し

たうえで作業を行うこと。 

  イ 作業に当たっては、施設運用に支障が起こらないよう、対象設備の運転について熟知した技

術者が施行すること。 

    なお、作業に伴う弁の開閉操作、電源の入切等は監督員の指示に従い行うものとする。 

  ウ 設備に故障が生じたり、事前に故障の原因となる要件が判明したりしたときは、速やかに監

督員と協議を行い、対応を決定すること。 

なお、故障のうち、受注者の責任に起因すると認められるものについては、受注者の負担に

おいて修理又は取替えを行うものとする。 

  エ 作業開始時及び終了時には、監督員に連絡を行うこと。また、作業の際は監督員の指示に従

い、運転管理作業に支障のないようにすること。 

  オ 作業場所及びその付近は、常に整理整頓し、作業終了後は後片付け及び清掃を行うこと。 

 

 

 

 

 

 
























